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［要旨］
　The purpose of this study is to present my 1-year experience of the Athletic Training Program (ATP) of Boise 
State University (BSU). I studied the components of ATP at BSU. I understood the education system by learning 
myself for ATP at BSU. The major characteristics of an athletic trainer certified professional are as follows: (1) the 
professional is an expert in the sports field in terms of first aid, and the position of the professional in sports 
medicine is established in the United States. (2) The ATC is a national qualification in the medical field in the 
United States. On the other hand, the Japanese athletic trainer (JASA-AT) is a sports leader qualification not a 
medical qualification, and differs from the ATC. (3) The perception of sports widely differs between Japan and the 
United States. Sports activities are regarded as extension of physical education in Japan. On the other hand, 
Sports are considered an entertainment in United States. Thus, the sports culture in Japan greatly differs from 
that in the United States.
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2015 年 10 月 1 日現在、2,623 名の日体協公認 AT3）
が有資格者としてスポーツ現場を支えている。
　筆者（泉）は米国アイダホ州の州都ボイシ（Boise）
に あ る Boise State University（ 以 下、BSU） の
Athletic Training Program4）（以下、ATP）に滞在し、
2014 年 4 月 6 日より 2015 年 3 月 27 日まで研究活
動を行った。BSU の ATP は NATA の資格認定組
織である Board of Certification5） （以下、BOC）が
認定する Certified Athletic Trainer（以下、ATC）
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になるための教育プログラムである。さらに BSU
の ATP は、ATC 教育の推進、教育内容および教育
機関の認定組織である Commission on Accreditation 



































2 年次より始まる ATP を受験できる条件になって
いる。2 年次になるときに ATP に入るためには試
験（それまでの成績評価（GPA）と面接試験）を
受けて選抜される。ATP は大学の年次でいうと 2
年次から 4 年次までの 3 年間で展開されている。
なかには他の学科や学部から ATP に入るために転
向してきた者もいる。しかし ATP の選択が許可さ









は、ATP 全体を通じて男性 10 名、女性 26 名の計
36 名で男性は約 3 割である。ATP 教員の話では




　1 学年の人数は、BSU は最大で 14 名を目安にし
ているとのことである。ATP 教員によると BSU で
は ATP 教員が 1 人で授業を展開するため、実技系





























図 1　ATP 2 年次の実習授業の 1コマ
アイシングの実習を行っている。
図 2　ATP 1 年次の実習授業の 1コマ
評価の実習を行っている。













　2015 年 1 月の 2 週目から始まった春学期には、
引き続き上記 ATP 1 年次の外傷・障害に関する授

















































が認められた 8 月より、8 週間ずつ、① Boise 周
辺の高校、② BSU のフットボール、③理学療法（以
下、PT）クリニック、④ BSU 内の他の運動部と





た。これは BSU の ATP だけでなく、CAATE が認
める全米の ATC の教育プログラムでは現在このよ
うな体制で行われているとのことである。また臨
床実習は ATP 学生である 3 年間は常に行い続ける
ことが義務付けられていた。この点も日本の AT
の教育プログラムとの大きな違いである。そして




習するという、BSU の ATP の方針であり特徴で
もあるとのことであった。











図 3　ATC が活動しているトレーニングルーム 1
学内のアリーナにあるトレーニングルームである。
図 4　ATC が活動しているトレーニングルーム 2
学内のアメリカンフットボール専用施設内にあるトレーニングルームである。
－ 35 －－ 34 －
トボール）部では、この週 20 時間という上限枠自
体も厳密に守られている現状にはないようである。
　BSU の Athletics にある運動部には必ず専任の
ATC がいる。2014-15 シーズンの Athletics に所属
する ATC は専任職員である ATC が 8 名と ATC で
あり Graduate Assistant として運動部で働く大学院
生が 7 名の計 15 名であった 7）。これらの ATC 達


















境は BSU が特別なのではなく米国、特に BSU が






















に ATP 学生も担当することになる。BSU のフッ
トボール部のように ATC 自体が多くなおかつ ATP






4. ATP 学生のドロップアウトと ATC 業務について
　BSU の ATP では過去 3 年間の ATP 学生に関す
るデータを記録している。3 年間の記録である理
由は、3 年前からプログラム自体が 2 年制から 3
年制へ変化したことによるとのことであった。学
生数は 2015年春学期現在、3年次 13名、2年次 8名、
1 年次 14 名である。各学年とも 1 年から 2 年へ進
級するときに辞めた学生がいたそうで、3 年次が 1
名、2 年次が 3 名それぞれ ATP を辞めている（も
しくは落第している）とのことであった。2 年次



















































　本研究の目的は米国 Boise State University（以下、
BSU）の Athletic Training Program（以下、ATP）に
おいて Certified Athletic Trainer （以下、ATC）教育
および ATC 活動の経験を報告することであった。
筆者は BSU の ATP に 1 年間滞在し研究活動を行っ
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